
岡 崎 市
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No.15 乙川及び支流の清掃と環境保全監視啓発活動

【行 政】 市民生活部大平支所・東部支所
実施主体

【協働相手】 乙川を美しくする会

●分野 環境保全 ●期間 昭和 47 年度～

●形態 事業協力 ●予算 平成 24 年度：０円 平成 25 年度：０円

事例のポイント!!：流流域域住住民民・・協協力力者者がが一一体体ととななっってて乙乙川川のの河河川川環環境境のの保保全全をを図図るる

◎協働に至る経緯と背景
乙川を美しくする会は、男川・美合・緑丘・竜谷・藤川・山中・本宿・秦梨・生平各学区及び小豆坂学区

の一部の町総代を中心として、乙川及びその支流を美しくするため昭和 48 年１月 27 日に設立されました。

平成 25 年度現在、乙川及びその支流域の住民約 15,550 世帯と地域団体が活動しています。また、活動の

趣旨に賛同した企業からの寄付を受けるなど広く地域社会からのサポートを受けています。

河川環境の保全という地域課題を解決するための地域活動が今後も継続していくために、市が事業協力を

行うこととなりました。また、河川パトロールの広報車での協力などをしています。

◎事業内容
●河川草刈清掃活動などの環境整備活動

●河川パトロール・広報宣伝活動、河川美化啓発

看板設置・補修などの環境保全監視啓発活動

●ゲンジボタルの幼虫の放流などの体験学習 など

◎役割分担
行政 ・活動に関する助言

・広報車を使用しての広報宣伝活動の支援

・事務局として庶務事務の執行

・河川美化団体助成金支出【事例 No.22】

・河川愛護活動報償金支出【愛知県】

協働

相手

・河川草刈清掃

・河川パトロール

・河川美化広報宣伝活動

・河川美化啓発看板設置・補修

・蛍幼虫の放流など

◎協働の成果
●協働意識が強まり、地域コミュニティの強化につながっている。

●自然愛護や環境保全などの意識が強くなり、地域愛に結びついている。

●児童、生徒を包含する活動であり、教育的にも優れた活動である。

●行政が関与することにより、助言やノウハウを活用でき、事業成果が上がっている。

●地域内である程度の合意形成が図られているため、事業が円滑に進んでいる。

◎協働の課題
●今後、活動内容を拡大していくとなると、経費や労力がかさむ。

●総代会や小中学校、蛍保存活動団体などが中心となり活動しているが、地域住民全体まで意識を浸透させ

ていくことが困難。
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No.16 鹿乗川流域の清掃と環境保全監視啓発活動

【行 政】 市民生活部矢作支所
実施主体

【協働相手】 鹿乗川を美しくする会

●分野 環境保全 ●期間 昭和 59 年度～

●形態 事業協力 ●予算 平成 24 年度：０円 平成 25 年度：０円

事例のポイント!!：「「次次のの世世代代にに清清ららかかなな流流れれ」」のの主主旨旨にに賛賛同同すするる流流域域住住民民がが河河川川環環境境のの保保全全をを図図るる

◎協働に至る経緯と背景
鹿乗川を美しくする会は、鹿乗川及び矢作地区水路を美しくするため、地域住民が一体となって市民運動

を展開し、自然環境保全を図ることを目的として、昭和 59 年７月４日に矢作東学区、矢作南学区、矢作西

学区、矢作北学区、北野学区の各町総代、社教委員、生産組合、衛生委員、明治用水土地改良区総代、婦人

代表、各種団体などの組織をもって発足しました。人々に潤いとやすらぎを与えてくれる河川や緑を保全す

るために鹿乗川を美しくする実践項目が決議され、それに従い河川美化活動を行っています。

河川環境の保全という地域課題を解決するための地域活動が今後も継続していくために、市が事業協力を

行うこととなりました。本会の事務局を務めています。

◎事業内容
●鹿乗川堤防の一斉草刈り、空缶、紙くずなどの

清掃を全町一斉に行う。

●美しくする会常任理事などによる河川パトロール

◎役割分担
行政 ・関係者との連絡調整・活動に関する助言

・事務局として庶務事務の執行

・河川美化団体助成金支出【事例 No.22】

・河川愛護活動報償金支出【愛知県】

協働

相手

・流域の草刈清掃活動（昭和 60 年から毎年６

月の第１日曜日に実施）

・流域の環境保全パトロール

◎協働の成果
●地域住民が一斉に草刈りを行うことで住民の連帯感が高まった。

●清流を取り戻し、河川環境を保全する意識が高まった。

●草刈りを行うことで、ゴミの不法投棄の抑止と地域の防犯抑止につながった。

◎協働の課題
●鹿乗川を美しくする会（町内会）が中心となって行っているが、草刈機を所持する人も減少し、活動時間

が伸びている。
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No.18 乙川サミット

【行 政】 環境部環境保全課

実施主体 【協働相手】 乙川を美しくする会、伊賀川を美しくする会、菅生川を美しくする

会、鳥川ホタル保存会、岡崎市漁業協同組合、男川漁業協同組合

●分野 環境保全 ●期間 平成 20 年度～

●形態 事業協力 ●予算 平成 24 年度：161 千円 平成 25 年度：37 千円

事例のポイント!!：乙乙川川にに関関連連すするる各各団団体体のの相相互互理理解解、、協協働働活活動動にによよるる乙乙川川流流域域のの活活性性化化

◎協働に至る経緯と背景
額田町との合併により、乙川流域がすべて岡崎市に含まれることとなったのを機に、平成 20 年に岡崎市

水環境創造プランを策定し、水環境の将来のあるべき姿とその実現に向けた取組を取りまとめています。乙

川サミットは水環境創造プランの重点施策の一つとして、乙川流域全体の環境活動を活性化するため、乙川

上下流域の関係団体に呼びかけ平成 20 年度から毎年１回開催しています。

◎事業内容
●平成 20 年度から平成 23 年度までは、乙川流域に関係する団体が集まり、各団体の活動や事業の紹介、テ

ーマに沿った意見交換を行った。第１回は「乙川の水はきれいか」をテーマに会議を、第２回は「豪雨か

ら水循環を考える」をテーマに、洪水対策を水循環の視点から捉えるシンポジウムを、第３回は「流域の

自然」をテーマに会議を行った。第４回は、「行動する乙川サミットへ、まず一歩を！」をテーマに、乙

川サミットの関係団体の行動計画を策定した。

●平成 24 年度は、平成 23 年度に定めた行動計画に基づいて乙川上流の森林の保全活動を行った。

◎役割分担
行政 ・関係団体との連絡調整

・会議などの開催

協働

相手

・行動計画の実行

・今後の乙川サミットの方向性、方針などの

意見提言

◎協働の成果
●会議で各団体の活動紹介や意見交換を行ったり、協働による森林保全などの活動を通じて各団体相互の理

解が深まった。

●自分の団体の地域だけでなく、乙川流域全体の問題にも関心が高くなった。

◎協働の課題
●乙川流域をより活性化するために、参加団体や活動範囲の拡大、協働イベント開催などの手法を考える必

要がある。
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No.20 伊賀川流域の清掃と環境保全活動

【行 政】 環境部環境保全課
実施主体

【協働相手】 伊賀川を美しくする会

●分野 環境保全 ●期間 昭和 47 年度～

●形態 事業協力 ●予算 平成 24 年度：０円 平成 25 年度：０円

事例のポイント!!：「「次次のの世世代代にに清清流流をを」」ををススロローーガガンンにに地地域域住住民民がが一一体体ととななりり保保全全活活動動

◎協働に至る経緯と背景
岡崎市は、伊賀川を始め多くの一級河川が流れています。しかし、生活環境の変化に伴って、手付かずの

まま放置され近づくこともままならない河川が増加していました。そこで、昭和 47 年に伊賀川流域６学区

35 町内（平成 25 年現在は 33 町内）の住民で伊賀川を美しくする会が組織され、毎年伊賀川の一斉清掃を

行っています。

このような公共性の高い活動を会が今後も継続していくために、行政が連携を図り、支援をするために事

業協力を行うこととなりました。現在は、総会、理事会、一斉清掃、川まつり、伊賀川フォト散策などの補

助、助成金の交付などの支援を行っています。

◎事業内容
●伊賀川一斉清掃の開催【毎年６月第１日曜日開催】 ●伊賀川河川パトロールの開催

●伊賀川川まつりの開催【毎年７月下旬開催】

●フォト散策、フォトコンテストの実施【毎年３月実施】

◎役割分担
行政 ・関係者との連絡調整

・報道機関への情報提供

・会議録まとめなどの庶務

・河川美化団体助成金支出【事例 No.22】

・河川愛護活動報償金支出【愛知県】

協働

相手

・一斉清掃などのイベントの主催

・総会、理事会などの開催

・関係者（管理者）との連絡調整

◎協働の成果
●一斉清掃を行うことで、伊賀川流域の定期的な環境の保全を行うことができている。

●川まつり、フォト散策などのイベントを行うことで、市民・子どもの河川への興味、関心を向上させるこ

とができるとともに、伊賀川にふれあう機会を提供できた。

◎協働の課題
●伊賀川の改修工事が進む中、今後、親水性の向上のための活動を考える必要がある。
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No.21 菅生川流域の清掃と環境保全活動

【行 政】 環境部環境保全課
実施主体

【協働相手】 菅生川を美しくする会

●分野 環境保全 ●期間 昭和 48 年度～

●形態 事業協力 ●予算 平成 24 年度：０円 平成 25 年度：０円

事例のポイント!!：美美ししいい菅菅生生川川のの流流れれをを子子孫孫にに受受けけ継継ぐぐたためめ地地域域住住民民ととととももにに保保全全活活動動

◎協働に至る経緯と背景
岡崎市は、菅生川を始め多くの一級河川が市内を流れています。しかし、高度経済成長を機に生活環境は

大きく変化し、その反動として川の汚染が進んだため、「このままでは、父祖から受け継いだ美しい菅生川

の流れを子孫に残すことができない」との考えから、昭和 41 年以降、菅生川流域の住民によって清掃活動

が毎年開催されるようになり、その後、昭和 48 年に流域６学区の住民によって菅生川を美しくする会が結

成されました。結成後、一斉清掃や放流されていた鯉の「ミカちゃん」をみんなで大事にするなどをして菅

生川の自然環境の保全を行ってきました。

こうした公共性の高い活動を会が今後も実施できるように、行政が事業協力をすることとなり、現在は一

斉清掃の補助や助成金の交付などの支援を行っています。

◎事業内容
●菅生川一斉清掃の開催【毎年９月第２日曜日開催】

●菅生川河川パトロールの開催

◎役割分担
行政 ・関係者との連絡調整

・報道機関への情報提供

・会議録まとめなどの庶務

・河川美化団体助成金支出【事例 No.22】

・河川愛護活動報償金支出【愛知県】

協働

相手

・一斉清掃などのイベント開催時の人員の要

請

・総会、理事会などの開催

・関係者（管理者）との連絡調整

◎協働の成果
●一斉清掃を行うことで、菅生川流域の定期的な環境の保全を行うことができた。

●草刈りを地域、各種団体、事業所ぐるみで行うことで、地域住民の河川への興味、関心を高めることがで

きた。

◎協働の課題
●より多くの人が活動に興味を持てるよう、活動内容の周知に努める必要がある。
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No.22 河川美化団体助成金

【行 政】 環境部環境保全課

実施主体 【協働相手】 ８河川美化団体（青木川、伊賀川、大井野川、乙川、霞川、鹿乗

川、菅生川、寺前川）

●分野 環境保全 ●期間 平成 15 年度～

●形態 補助 ●予算 平成 24 年度：800 千円 平成 25 年度：700 千円

事例のポイント!!：公公共共性性のの高高いい活活動動のの活活発発化化をを促促進進ででききるる

◎協働に至る経緯と背景
岡崎市には多くの河川が流れています。それらの河川では、流域町内会を中心に組織された河川美化団体

が自発的に美化活動を行っています。そうした河川美化団体の公共性の高い地域活動が活発かつ継続的に行

われるように、必要な経費に対して補助を行うこととなりました。

◎事業内容
●河川美化活動（清掃、パトロールなど）

各団体の工夫により流域の住民、幼稚園・小中学校、事業所を巻き込んだ清掃の実施、河川美化啓発のた

めの看板の設置、パトロールの実施、植樹、魚・ホタルの放流、川沿いの散策会などが活発に行われている。

◎役割分担
行政 ・補助金の支出 協働

相手

・一斉清掃などの開催

・総会、理事会などの開催

・関係者との連絡調整

◎協働の成果
●清掃などを行うことで、行政だけでは手が行き届かない各河川流域の定期的な環境の保全を行うことがで

きた。

●清掃を地域ぐるみで行うことで、地域住民の河川への興味、関心を高めることができた。

◎協働の課題
●より多くの人が活動に参加できる体制づくりを進める必要がある。
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No.27 河川愛護活動報奨金

【行 政】 土木建設部河川課
実施主体

【協働相手】 河川愛護活動団体（平成 24 年度実績:17 団体）

●分野 環境保全 ●期間 平成 14 年度～

●形態 補助 ●予算 平成 24 年度：447 千円 平成 25 年度：447 千円

事例のポイント!!：私私たたちちのの川川はは、、私私たたちちのの手手でで美美ししくく

◎協働に至る経緯と背景
岡崎市が管理する河川の草刈り・ゴミ拾いをすべて業者委託することは、予算的に限界があります。どう

しても地元住民の協力がないと河川管理（草刈りなど）が成り立たないため、大柳町、本宿町東町、山綱一

区、大平西町、洞町、上衣文町、大幡町、鶇巣町、羽栗町、若松栄四丁目、香山自彊会、鉢地町、池金町、

米河内町、桑谷町、小呂町、舞木一区など地元町内会を中心に設立された河川清掃などに取り組む河川愛護

活動団体に協力をいただくことが必要になります。

そこで、平成 14 年度に市予算で河川愛護活動報奨制度を設け、河川愛護団体に対する支援を開始しまし

た。（愛知県の管理河川については、平成 13 年度以前から県予算で報奨金制度はありました。）

◎事業内容
●河川愛護団体の岡崎市管理河川の草刈り及びゴミ拾いに対し、報告書を提出していただき、予算の範囲内

で報奨金を支給している。

●報奨金は 10 人以上で組織された河川愛護活動団体が支給対象となる。

◎役割分担
行政 ・河川愛護活動報告書の受付

・報奨金支給などの事務手続

協働

相手

・岡崎市管理河川の草刈り及びゴミ拾いなど

清掃活動

・河川愛護活動報告書等書類の作成及び提出

◎協働の成果
●平成 24 年度の活動実績として、岡崎市管理河川では、17 団体延べ 4,002 人の参加があった。

●市内の愛知県及び岡崎市管理河川が美しく保たれている。

●地元住民の河川への愛着や関心が生まれた。

●業務委託と比較して、公費の支出を低く抑えられている。

◎協働の課題
●河川愛護団体の中の一部団体で高齢化が進んでおり、参加者の確保が難しくなっている。



 

ホーム  基本情報  問い合わせ                

設立　平成6年5月

会員数　60名

連絡先
　岡崎市ホタル学校内
　岡崎市鳥川町字小デノ沢5番地1
　TEL　0564-82-3027

活動概要
　ホタル保護を原点とした水環境保全活動
　　・ホタル保護育成を図るための環境整備
　　・平成の名水百選の維持管理
　　・水の源を巡る登山道の整備
　　・ホタルまつり（6月）、山歩きイベント（10月）等の
　　　啓発イベントの開催

鳥川町の特色
　　・6月には約1000匹の天然のゲンジボタルが舞う
　　・平成の名水百選「鳥川ホタルの里湧水群」
　　・四季折々の風景（里山）
　　・ホタル学校（旧鳥川小学校の校舎を活用・
　　　平成24年4月オープン）

鳥川ホタル保存会ホームページ
http://www.oklab.ed.jp/tokkawa/

ホタル学校ホームページ　
http://www.morinoeki.jp/hotaru_gakkou/index.html

おかざき市民活動情報ひろば



鳥川ホタル保存会連絡先
　　〒444-3614　　　　　　　
　　　　岡崎市鳥川町小デノ沢1

　　　　Tel: 0564-82-3027

i-モラル2006.02.08 start

当ホームページは、旧鳥川小学校（平成２２年３月閉校）から鳥川町へ引き継がれました

拡大図の石仏名をクリックすると
写真と解説が見られます。

ＰＤＦ（印刷用） 一覧表

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
数値地図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号　平17総複、第８１４号）

拡大図の山頂名や項目などをクリックすると
写真が見られます。

ＰＤＦ（印刷用）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
数値地図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号　平17総複、第８１４号）

拡大図の猪垣・荒神木名をクリックすると
写真が見られます。

ＰＤＦ（印刷用）
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
数値地図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号　平17総複、第８１４号）

鳥川小児童による最後の活動発表

　　

鳥川の風土と文化を紹介

「とっかわの里」「続とっかわの里」が
電子版で復刻

平成17年度

卒業記念壁画

　「ホタルの光る川」

鳥川小学校のホタル保護活動
を紹介した絵本
　　　佼成出版社刊　定価（1470円）

鳥川の地に４０年ぶりに炭焼き復活

起 承 転 結

申込書をダウンロードして鳥川ホタル保存会事務
局まで郵送にてお申し込み下さい。
鳥川ふるさとファン申し込み書
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